










目的 

人間の生命にかかわる問題に新しい科学技術を導入する際には,単に技術的な面における

安全性を論じて事足れりとするだけでなく,これらをめぐる旧来の伝統的価値観の有効性,

妥当性を問い直し,なんらかの新しい共通理解に基づいた新しい価値づくりを行う必要が

あろう。このような問題を考えてゆくための第一段階として,本研究では,出生前診断,選択

的人工妊娠中絶という生命過程の開始時期への人為的介入をとりあげ,この問題に対する

一般の人々とヘルス・スタッフの考え方の相違を比較することにより，生命あるいは人間

に対する新しい哲学を構築してゆく為の一つの資料を提供したいと考えている。 


